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5 海綿(カイメン)動物門 カイメン すりつぶしても再生，紀伊民報 2006.2.7
6 刺胞(シホウ)動物門 クラゲ・サンゴ・イソギンチャク 毒針持つ“胃袋動物'¥
紀伊民報， 2006.2.21 
7 有櫛(ユワシツ)動物門 クシクラゲ クラゲ食らうクラゲ，紀伊民報 2006.2.28
8 扇形(へンケイ)動物門 プラナリア 裂かれでも不死身，紀伊民報 2006.3.7
9 顎口(ガッコウ)動物門 大きな顎持つ左右相称動物，紀伊民報 2006.3.14
10 紐形(ヒモガタ)動物門 クリゲヒモムシ初めてE門持った左右相称動物，紀伊民報，
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12 動吻(ドウフン)動物門 トゲカワムシ 体に“節"つくったミニ動物，紀伊民報，
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14 腹毛(フクモウ)動物門 ウロコととげで、覆ったメイオベントス，紀伊民報 2006.4.18
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18 鈎頭(コウトウ)動物門 コウトウチュウ 生涯すべてが寄生生活，紀伊民報，
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21 環形(カンケイ)動物門 ケヤリムシゴカイやミミズが仲間，紀伊民報 2006.6.6
22 軟体(ナンタイ)動物門 ヤマトメリベ 多種多様な貝の仲間，紀伊民報 2006.6.13
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26 鉄角(キョウカク)動物門 クモやダニ、サソリが仲間，紀伊民報 2006.7.11
27 甲殻(コウカク)動物門 カニ、エビなど種類いろいろ，紀伊民報 2006.7.18
28 単肢(タンシ)動物門 昆虫は地球最多種の住民，紀伊民報 2006.7.25
29 内匹(ナイコウ)動物門 ウミウドンゲ 水底で群体生活，紀伊民報 2006.8. 1 
30 有輪(ユウリン)動物門 パンドラムシ 入れ子式に増えるパンドラムシ，紀伊民報，
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31 答虫(ホウキムシ)動物門 ケヤリムシに似た成体，紀伊民報 2006.8.22
32 外紅(ガイコウ)動物門 コケムシ縞物のような群体動物，紀伊民報 2006.8.29
33 腕足(ワンソク)動物門 2枚の殻持つ底生動物，紀伊民報 2006.9.5
34 有毅(ユウシュ)動物門 細菌と共生で栄養確保，紀伊民報 2006.9.12
35 毛顎(モウガク)動物門 矢のように獲物を狙う，紀伊民報 2006.9.19
36 練皮(キョクヒ)動物門 ウニ・ヒトデ 共通点が r5 Jの底生動物，紀伊民報 2006.10.3
37 半索(ハンサク)動物門 ギボシムシ、フサカツギ 自由生活と付着生活，紀伊民報，
2006.10.17 
38 原生(ゲンセイ)動物門 アメーバ・ミドリムシ 謎深まる単細胞の仲間たち，紀伊民報，
2006.10.24 
39 尾索(ビサク)動物門 オタマボヤ 人間に近い高等な無脊椎動物，紀伊民報，
2006. 10.31 
40 頭索(トウサク)動物門 ナメクジウオ “魚"もどきの高等無脊椎動物，紀伊民報，
2006. 11. 7 
41 脊椎(セキツイ)動物門 ヒト 背骨のある仲間たち，紀伊民報 2006.11. 14 
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